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3. 学習者用デジタル教科書＋教材の機能

【主な収録コンテンツ】
モデル動画・解説あり（話す・聞く） 発展問題（話す・聞く）

全文表示

筆者・作者のインタビュー動画

大体の内容を捉えよう

ワーク黒板 「振り返る」ポートフォリオ

登場人物の関係を整理しよう（人物相関図）
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■ マイ黒板

3. 学習者用デジタル教科書＋教材の機能

●          内の        から起動する。

● 教科書画面上の本文や挿絵、写真を選択し、抜き出すことができる。（下図❶）
●「どうぐ」（P2参照）で線を引いたり、書き込みをしたりすることもできる。（下図❷）

 ▶︎ 主な活用場面
　•• 話題や場面の転換を示す記述を抜き出しながら、本文の構成や場面の展開を整理する。
　•• 筆者の意見と、その根拠となる記述を抜き出して整理し、本文の論理の展開を捉える。
　•• 場面ごとに登場人物の心情を示す描写を抜き出し、心情の変化について考える。

❶

❷

マイ黒板
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●          内の        から起動する。

●�一覧画面から、当該学年までに学習した「学びのカギ」を選択し、参照できる。

3. 学習者用デジタル教科書＋教材の機能

■ 学びの地図

 ▶︎ 主な活用場面
　　•• これまでに学習した「学びのカギ」を参照し、話や文章の構成、表現の工夫を考える。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（話す・聞く、書く）
　　•• ��これまでに学習した「学びのカギ」を参照し、本文の構成を捉えたり、読み深めたりする視点の

ヒントにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（読む）

一覧画面 （2 年）

学びのカギ（1 年「ちょっと立ち止まって」）

学びの地図
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3. 学習者用デジタル教科書＋教材の機能

■ 思考ツール

 ▶︎ 「思考ツール」の背景一覧
　① 白紙
　② Yチャート
　③ Xチャート
　④ Wチャート
　⑤ ベン図 （2 個 ）

⑥ ベン図 （3 個 ）
⑦ マッピング
⑧ 座標軸
⑨ くらげチャート
⑩ フィッシュボーン　

⑪ ピラミッドチャート　
⑫ PMI
⑬ 同心円チャート
⑭ �ダイヤモンドランキング
⑮ レーダーチャート　

背景選択画面

各背景の使い方を確認できる。

思考ツールの上に配置する
カードや線、図形の色や大
きさは適宜変更できる。

マッピング

●          内の        から起動する。

● 背景選択画面から、使用したい背景を選択する。
● 選択した背景の上には、テキストを入力したカード、図形、線を配置することができる。

思考ツール

背景は作業中に他のものに
切り替えることもできる。
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3. 学習者用デジタル教科書＋教材の機能

■ 語彙ブック

 ▶︎ 主な活用場面
　•• 「描写」の系統の語句を参考に、情景描写を工夫して物語を書く。（書く）
　•• 「言動」の系統の語句を参考に、登場人物の人物像を言語化して説明する。（読む）
　•• 「思考」の系統の語句を参考に、話し合いで出た意見を抽象化してまとめる。（話す・聞く）

項目ごとに、言葉や表現を
貯めていくことができる。

言の葉ポケット （1 年 ）

情景を表す言葉 （1 年 「描写」）

●          内の        から起動する。

● 当該学年までの「語彙ブック」を、参照することができる。
● 「言の葉ポケット」機能では、気になった言葉や表現を登録・保存することができる。

語彙ブック



　　

■ フラッシュカード
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3. 学習者用デジタル教科書＋教材の機能

 ▶︎ 「フラッシュカード」の収録内容
　•• 漢字 …… 各教材の新出漢字や、当該学年で新しく習う漢字や音訓を使った練習問題。
　•• 言葉 …… 同音異義語や慣用句、ことわざ、敬語などに関する問題。（学年共通）
　•• 古典 …… 歴史的仮名遣いや、古語の意味、百人一首についての問題。

設定画面 （ 漢字のフラッシュカード ）

出題画面 （ 漢字のフラッシュカード ）

●          内の         から起動する。

● 設定画面から、出題範囲や出題順などを設定する。
● 出題画面に表示される問題に取り組む。

フラッシュカード
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3. 学習者用デジタル教科書＋教材の機能

■ 「振り返る」ポートフォリオ

入力画面 （ 学習者用デジタル教科書 + 教材 ）

確認画面 （ 指導者用デジタル教科書 （ 教材 ））

提出された振り返りをクラウド上
で閲覧し、コメントやスタンプに
よるフィードバックを行うことが
できる。

※ �振り返りの提出およびフィー
ドバックは、指導者用デジタ
ル教科書（教材）、学習者用デ
ジタル教科書＋教材をクラウ
ドで両方使用している場合に
のみ使える機能。

入力した振り返りは、
クラウド上で提出できる。

●          内の         を起動する。

● 「ワーク・資料」一覧画面から「『振り返る』ポートフォリオ」を選択する。
● �「話す・聞く」「書く」「読む」の教材にある「振り返る」の項目に沿って、学習の振り
返りを記入できる。

ワーク・資料

生徒（学習者用デジタル教科書＋教材）

● ツールエリアの　　     から、生徒が記入した振り返りを確認できる。

先生（指導者用デジタル教科書（教材））
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■ T サポート

● �「本棚」の「ダッシュボード（指導用）」では、「学習者用デジタル教科書」「学習者用
デジタル教科書＋教材」と連携し、学習履歴（表示ページ、回数、時間など）や利用
環境（色の反転、振り仮名などサポート機能の使用状況）を確認できる。

学習履歴・利用環境の確認
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4. 指導者用デジタル教科書（教材）の機能

一覧画面

 ▶︎ 「T サポート」の収録資料一覧
　① 漢字の練習（PDF）
　② 文法の補充問題（PDF）
　③ 資料編デジタル（PDF）
　④ ワークシート（PDF）

板書提示用スライド

 
　⑤ 全文表示（PDF）
　⑥「話すこと・聞くこと」台本（PDF）
　⑦ �板書提示用スライド（PDF ／ PPT）
　⑧ �よくわかる！デジタル教科書・教材活用ガイド（PDF）　

■ ダッシュボード（指導用）

●  ツールエリアの           から起動する。

● �一覧画面から資料をダウンロードし、電子黒板に投影したり、印刷して配付したりす
ることができる。


